
●「確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書」記入例
記載漏れ等の不備がある場合は、申込みできません。

年 月 日（西暦）

①「確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書」は、切り離すかコピーをとって使用してください。
　※コピーして使用する場合は、必ず裏面の約款も両面コピーしたものを使用してください。
②記入を誤った場合は、誤った箇所を二重線で訂正し、余白に正しく書き直してください。
　※修正液や修正テープ等は使用しないでください。
③署名は必ず自署にて記入してください。
　※署名は判読できるように正しく楷書で記入してください。

奨学金申込日（西暦）を記入してく
ださい。（本書類を記入した日）

住民票の住所が現住所（今お住まいの
住所）と異なる場合でも現住所を記入
してください。

該当する国籍又は在
留資格を○で囲んで
ください。
※ｄ～ｆの在留資格
に該当する場合は、
在留期限（在留期間
の満了日）も記入し
てください。
※外国籍の人でｂ～
ｆ以外の在留資格
「家族滞在」等）の
人は貸与の対象とは
なりません。

電話番号は、自宅・携帯と
も記入してください。
所有していない場合は、自
宅・携帯それぞれの欄に「電
話なし」と記入してくださ
い。

採用後、奨学生本人と日本学生支援機構との金銭消費貸借契約を明確にする契約書であ
る「返還誓約書」と添付書類を定められた期限までに提出する必要があります。
添付書類は選択する保証制度により異なります。
保証制度の詳細については本冊子の第１部を、添付書類の詳細については本冊子の第３
部を参照してください。



年 月 日
学 校 名

「マイナンバー提出書」に記載の申込ID Z D 2 3

性別（任意）生年月日 男 ・ 女昭和・平成 年 月 日

フリガナ

学部・課程・分野

国籍又は在留資格
【該当を○で囲む】

ａ　日本国籍　　ｂ　法定特別永住者　　ｃ　永住者　　ｄ　定住者（永住の意思がある者に限る）　　ｅ　日本人の配偶者等
ｆ　永住者の配偶者等　　　　※ｄ～ｆの該当者は在留期限（在留期間の満了日）を記入（　　　　　　年　　　月）

〒 電話番号（自宅）　　　　　　　（　　　　 ）
　　　　（携帯）　　　　　　　（　　　　 ）

－

攻専・科学 学籍（学生証）番号

提出年月日（西暦）

ここから記入

現住所

氏 名
１

２

（〒　　　　－　　　　　　）

昭和・平成 本人との
続柄

本人との
続柄

年 月 日
生年
月日

現住所

本人と生計維持者の資産の合計額 2,000万円未満（生計維持者が１人の場合は1,250万円未満）

氏 名

（〒　　　　－　　　　　　）

昭和・平成
年 月 日

生年
月日

●給付奨学金確認書の記入例
記載漏れ等の不備がある場合は、申込みできません。

①給付奨学金確認書は、切り離すかコピーをとって使用してください。
　※コピーして使用する場合は、必ず裏面の約款も両面コピーしたものを使用してください。
②記入を誤った場合は、誤った箇所を二重線で訂正し、余白に正しく書き直してください。
※修正液や修正テープ等は使用しないでください。
※署名は判読できるように正しく楷書で記入してください。

③申込者本人の署名は必ず自署にて記入してください。

住民票の住所が現住所（今お住まいの住所）と
異なる場合でも現住所を記入してください。

あなたとあなたの生計維持者の資産の合計額
が記載のとおりであることを確認してくださ
い。

該当する国籍又は在留資格を○で囲んでくだ
さい。
※ｄ～ｆの在留資格に該当する場合は、在留
　期限（在留期間の満了日）も記入してくだ
　さい。
※外国籍の人でｂ～ｆ以外の在留資格（「家
　族滞在」等）の人は支援対象となりません。

奨学金申込日（西暦）を記入してくださ
い（本書類を記入した日）。

必ず記入してください。

※

奨学 花子 母
135 8630

48 3 3
東京都江東区青海2-2-1

インターネットで入力する生計維持者及
びマイナンバー提出書へ記載する生計維
持者は、確認書に記載した生計維持者と
必ず同一としてください。

給付

申
込
者
本
人

生
計
維
持
者


